
Topics

　
「
み
ど
り
の
月
間
」（
毎
年
4
月
15
日
か
ら

5
月
14
日
ま
で
）に
開
催
さ
れ
て
い
る「
み
ど

り
の
式
典
」は
、「
み
ど
り
の

日
」に
つ
い
て
の
国
民
の
関
心

と
理
解
を
一
層
促
進
し
、「
み

ど
り
」に
つ
い
て
の
国
民
の
造

詣
を
深
め
る
た
め
に
内
閣
府

に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
て
お
り
、

「
み
ど
り
の
学
術
賞
」の
授
与
と

「
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
」が
行
わ
れ
ま

す
。

　

第
８
回
み
ど
り
の
学
術
賞

を
受
賞
し
た
柴し

ば
お
か岡
弘ひ
ろ
お郎
氏
は

受
賞
者
を
代
表
し
て
、「
私
達

は
、
み
ど
り
の
植
物
が
作
っ

た
食
べ
物
を
食
べ
、
み
ど
り
の
植
物
が
作
っ

た
酸
素
を
吸
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
知
識
と

し
て
十
分
に
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時

ま
で
は
実
感
す
る
こ
と
が
な
く
、
食
事
の
時

も
作
っ
て
く
れ
た
人
に
は
感
謝
し
て
も
、
植

物
に
感
謝
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
で

食
事
の
支
度
を
し
、
米
を
研
い

だ
り
、
キ
ュ
ウ
リ
を
刻
ん
だ
り

し
て
み
て
、
確
か
に
み
ど
り
の

命
を
頂
い
て
生
き
て
い
る
の
だ

と
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
、
以

後
、
食
事
の
支
度
を
す
る
度
に

植
物
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
み
ど
り
の
植
物
が
い
な

く
な
っ
て
、
酸
素
が
作
ら
れ
な

く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を
考

え
る
と
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と

だ
と
、
み
ど
り
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
胸
に
し
み
て
き
ま
す
」と
述
べ
、「
み
ど

り
」の
大
切
さ
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
研
究

や
活
動
に
対
す
る
支
持
・
協
力
へ
の
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

　
4
月
25
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
憲
政
記
念
館
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
臨
席
の
も

と
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
林
農
林
水
産
大
臣
を
は
じ
め
約
2
5
0
名
が
出
席
し
、
第

８
回
み
ど
り
の
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、﹁
み
ど
り
の
学
術
賞
﹂及
び﹁
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
﹂の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第８回

〜
み
ど
り
の
学
術
賞
・
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
授
与
〜

み
ど
り
の
式
典

12



※各賞の詳細な功績等については、以下をご覧ください。
　みどりの学術賞　　　　　　http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/sanson_ryokka/pdf/140313-01.pdf
　緑化推進運動功労者表彰　　http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/sanson_ryokka/pdf/140418-02.pdf

　「みどりの学術賞」は、国内において植物、森林、緑地、造園、自然保護
等に係る研究、技術の開発その他の「みどり」に関する学術上の顕著な功績
のあった個人に内閣総理大臣が授与し、その功績を讃えるものです。
　第８回の受賞者は、柴岡弘郎氏と井手久登氏の２名で、それぞれの功績
は次のとおりです。

みどりの学術賞

　植物生理学の分野において、
茎が細長く伸びるメカニズム
の研究に取り組み、植物ホル
モンのジベレリンが細胞壁の
セルロース繊維を横方向に並べることによって細胞の
肥大化を防ぎ、細胞を細長く成長させていることを解
明しました。このほかにも、植物細胞形態形成や細胞
質分裂制御機構の研究においても国際的に高い評価を
受けています。
　初期の業績であるヒマワリの茎の先端が太陽を追い
かける回旋運動の研究以来、一貫した真摯な姿勢は、
植物の不思議さや自然への造詣を深める著作等の活動
にも通じており、みどりに対する国民の理解増進にも
大きく寄与しました。

　緑地学の分野において、旧西
ドイツで学んだ自然を重視する
土地利用計画の手法を参考にし
て、地形が複雑で多様な自然風
土を持つわが国にふさわしい土地利用計画の理論と手
法を確立しました。
　特に、地形や土壌、植生などの自然条件に加え、地
域の歴史や文化的背景、社会経済条件も考慮して土
地の保全・利用を行う「景域保全」の手法の確立に多大
の貢献をしました。これらの結果として、今日の国土
保全、都市農村整備、緑地緑化等の分野においては、
みどりや自然を重視した計画手法が幅広く実践され定
着するに至っています。

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
　
「
緑
化
推
進
運
動
功
労

者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」

は
、
緑
化
活
動
の
推
進
、

緑
化
思
想
の
普
及
啓
発

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

個
人
、
団
体
を
内
閣
総
理

大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で

す
。

　

平
成
26
年
は
、
12
の
個

人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

井
い で

手　久
ひ さ と

登
東京大学名誉教授

柴
しばおか

岡　弘
ひ ろ お

郎
大阪大学名誉教授

︻
団
体
︼

森も
り
ま
ち町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会（
北
海
道
茅
部
郡

森
町
） 

、
利り

ふ
ち
ょ
う

府
町
み
ど
り
の
少
年
団（
宮
城
県
宮
城
郡

利
府
町
）、
秋
田
県
七な

な
た
き滝
土
地
改
良
区（
秋
田
県
仙
北
郡

美
郷
町
） 

、
福
島
県
会
津
若
松
市
立
川か

わ
な
み南

小
学
校（
福

島
県
）、 

三さ
ん
し
ん進
金
属
工
業
株
式
会
社 

福
島
工
場（
福
島

県
石
川
郡
平
田
村
）、
三
郷
市
立
鷹た

か
の野

小
学
校（
埼
玉

県
）、
光こ

う
ふ
う
だ
い

風
台 

花
と
緑
の
会（
千
葉
県
市
原
市
）、
高た

か
な
み波

花
と
緑
の
推
進
協
議
会（
富
山
県
砺
波
市
）、
小お

ば
ま
し

浜
市

（
福
井
県
）、 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

徳
島
共
生
塾
一

歩
会（
徳
島
県
徳
島
市
）

︻
個
人
︼

加か
と
う藤　

洋ひ
ろ
し（

新
潟
県
佐
渡
市
）

二に
の
み
や宮　

一か
ず
お雄（

愛
媛
県
西せ
い
よ
し

予
市
）
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